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はじめに 

合格、おめでとうございます。そして数ある大学の中から本学をお選びくださ

り、誠にありがとうございます。本講座では入学前の時間を有効に活用いただ

くため、大学生活への準備として基礎的な学習を題材に、実際に大学の授業を

体験していただくことが目的です。長い授業時間や授業の進度などを体感して

いただければ幸いです。演習問題なども多く用意いたしましたので、復習や知

識の確認にお役立てください。 

講師：共通教育センター・准教授 木村 良一 

場所：山陽小野田市立山口東京理科大学 713 教室 

日時：2025 年 3 月 15 日（土） 

 

1 時限目 11：00～12：00 

2 時限目 13：00～13：50 

3 時限目 13：50～15：20 

4 時限目 15：30～17：00 

 

対面講義参加者は、筆記用具（赤ペン含）持参 
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講義予定 

1時限目  11：00～12：00（対面とオンライン授業開始） 

＜目的＞ 

＜教養教育・初年度学部教育＞ 

＜高校化学の復習＞ 

１． 化学基礎 

２． 物質 

３． 無機物質 

４． 有機化合物 

 

2時限目  13：00～13：50（自主学習） 

＜化学力試し＞：事前に配布した「入学前学習」【1～14】を解いてみて

ください。 

 

3時限目  13：50～15：20（授業再開） 

＜化学力試し＞：解説と答え合わせ。 

＜大学の化学へⅠ＞ 

１． 安全データシート 

２． 原子の構造 

３． 原子の電子配置 

４． 周期表 

 

4時限目  15：30～17：00 

＜大学の化学へⅡ＞：資料なし 

１． 物理化学（熱力学と量子論） 

２． 生命科学の化学（生理学と生化学） 

 
 

後日：講習終了後課題の提出 
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1時限目 

＜目的＞  

スクーリング「大学における、大学教員による、大学の時間割での授業体験」 

“株式会社 ナガセ”の大学教養基礎講座とは別に行う。 

（化学に関しては応用化学科・数理情報科学科のみがナガセのテキストを使用） 

＜教養教育（＊）・初年度学部教育＞ 

＃ 機械工学部・電気工学部 

ナガセ：なし 

1年時科目：基礎化学＊（モル濃度、原子・元素、化学結合、酸化と還元、高分子）、 

化学実験（電気工学科のみ選択可） 

 

＃ 応用化学科 

ナガセ：希薄溶液の性質・酸と塩基、有機化学（脂肪族化合物・芳香族化合物）  

熱力学，化学平衡、酸化還元と電池 

1年時科目：基礎化学（化学反応）、化学（分子軌道論）、化学実験（全般基礎）、 

無機化学＊、無機化学演習、有機化学 1、有機化学演習、応用化学入門 

 

＃ 数理情報科学科 

ナガセ：化学結合と分子・結晶、原子量・モル・化学反応式、分子間力と結晶、 

生体を構成する分子 

1年時科目：物理化学（熱力学、量子論）、生化学（タンパク質、遺伝、細胞、代謝） 

 

＜高校化学の復習＞ 大学の化学への準備 

１．化学基礎  

a. 原子の構造 

問．下の原子の原子番号。質量数、陽子の数、中性子の数を述

べよ． 

 

 

 

 

b. イオン化エネルギー 

原子から電子を取り去るエネルギー：イオン化エネルギー（小：陽イオンになりやすい） 

電子 1 個を取り入れるときに放出するエネルギー：電子親和力（大：陰イオンになりやすい） 

 

c. 金属の性質 

金属元素：金属光沢あり、陽イオンになりやすい． 

非金属元素：金属元素以外（例外：希ガスはイオン化しない、水素は陽イオンになりやすい） 
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d. 化学結合 

4 大化学結合：イオン結合、水素結合（？）、ファンデルワールス力、電荷移動結合 

→共有結合（配位結合）＞イオン結合＞金属結合（＞＞水素結合＞ファンデルワールス結合） 

 

e. モル濃度計算 

希薄溶液の性質 

・蒸気圧降下 同温における溶液の蒸気圧は，溶媒の蒸気圧よりも           なる。 

・沸点上昇 溶液の沸点は，溶媒の沸点よりも           なる。 

・凝固点降下 溶液の凝固点は溶媒の凝固点よりも           なる。 

・浸透圧 溶液と溶媒の液面を           するために加える圧力。 

質量（重量）パーセント濃度（％）＝ 
溶質の質量（ｇ）

溶液の質量（ｇ）
 ×100（％） 

モル濃度（mol/L）＝ 
溶質の物質量（mol）

溶液の体積（L）
 

質量モル濃度（mol/kg）＝ 

youbainitokasita 

youekino 

溶媒に溶かした溶質の物質量（mol）

溶媒の質量（kg）
 

問． 

濃塩酸のモル濃度の算出  濃塩酸（HCl）の質量パーセント濃度は 36.0 %である．その濃

塩酸の体積モル濃度を計算しなさい ．ただし HCl の分子量は 36.46、36.0 % HCl の密度は 

1.18 g/mL である． 

 

 

 

濃硝酸のモル濃度の算出  濃硝酸（HNO3）の質量パーセント濃度は 60.0 %である．その濃

硝酸の体積モル濃度を計算しなさい．ただし HNO3の分子量は 63.01、 60.0 % HNO3の密度

は 1.38 g/mL である． 

 

 

 

シュウ酸二水和物水溶液のちょうせい  シュウ酸二水和物を量り取り，純水に溶解し，精

確に 0.0500 mol/L のシュウ酸二水和物を 250.00 mL ちょうせい したい． ちょうせいの適切

な漢字を書きなさい．また， シュウ酸二水和物の量り取り量を求めなさい 。なお，シュウ酸

二水和物の分子量は 126.07 である。 
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f. 酸と塩基・pH 

3 つの定義 

 アレニウスの酸と塩基 

酸化数（1 つの原子の酸化状態を表す数） 

単体の酸化数は０、単元子からなるイオンは電荷と同じ 

水素は化合物中では＋1、過酸化物中では－1 

酸素は化合物中では－2、過酸化物中では－1 

化合物の全体の電荷は各原子の総和 

pH：水素イオン濃度［H+］/mol L-1  

 

g. 酸化還元反応 

電気量の計算： 

ネルンストの式 ～酸化還元を決める～ 

 

 

 

 

２．物質 

a. 金属の結晶格子 

 

 

 

 

 

 

 

 

問． 単位格子の 1 辺が a cm の体心立方格子をつくる原子量 M の物質がある．この物質

の密度を d g/mL として、この物質の原子 1 個の質量 w を求めなさい．また、アボガド

ロ定数 NA を求めなさい． 
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b. 気体の性質  

ボイル・シャルルの法則 

一定量の気体の体積 v は，圧力 P に反比例し，絶対温度 T に比例する． 

𝑃𝑣

𝑇
= 𝑐    （c は物質量によって決まる定数） 

問．300 K，1.0×105 Pa で 10 L の気体は，600 K，4.0×105 Pa で何 L になるか． 

 

 

 

 

気体の状態方程式 

標準状態（0 ℃，1.013×105 Pa）における 1 mol の気体の体積は 22.4 L である．よって

気体定数 R = c とすると、ボイル・シャルル法則より， 

 
𝑃𝑣

𝑇
= 𝑐 → 𝑃𝑣 = 𝑅𝑇 

R = (1.013×105 Pa×22.4 L/mol) / 273 K≒8.3×103 Pa･L/(mol･K)  

 

アボガドロの法則から，温度と圧力が一定の場合，物質量 n mol の気体の体積 V は，1 

mol の気体の体積 v の n 倍であるから，V = nv である．これを上式に代入すると，気

体の状態方程式が得られる． 

𝑃𝑣 = 𝑛𝑅𝑇 = 
𝑤

𝑀
RT   （モル質量 M g/mol，気体の質量 w g の場合） 

問．内容積 0.42 L の密閉できる真空の容器に，揮発性の液体 1.0 g を入れ，77 ℃に保っ

た．その後，液体は完全に蒸発して気体となり，容器内の圧力は 1.5×105 Pa となった．

気体定数を 8.3×103 Pa･L/(K･mol)として，この気体の分子量を求めなさい． 

 

 

 

 

 

ドルトンの分圧の法則 

互いに反応しない気体 A と B がある．ある温度 T で容積 V の容器に気体 A だけを入

れたとき，pA の圧力，同じ容器に気体 B を入れたとき，pB の圧力を示したとする．こ

の気体 A と B を容積 V の容器に入れて混合した際の全圧 P は，P = pA + pB で表され，

pA 及び pB は各気体の分圧を示す． 
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このように同温･同容積の容器内の混

合気体について，混合気体の全圧は各

成分の気体の分圧の和に等しい．この

関係をドルトンの分圧の法則という． 

 

問．図のような 3.0 L の容器 A に

2.0×105 Pa の窒素（N2）が，2.0 L の

容器 B に 3.0×105 Pa の酸素（O2）が入っている．

温度一定で中央のコックを開き，N2 と O2 を混合

したときの容器内の N2 と O2 分圧及び混合気体

の全圧を求めなさい． 

 

 

 

 

 

c. コロイド溶液 

問．直径が 10−9～10−7 m 程度 で， 粒子 が 他 の 物質 に 分散 しているものを（ ア ）

という．分散させている物質を（ イ ）といい、（ イ ）が液体のものをコロイド溶液

または（ ウ ）という．（ ウ ）が流動性を失い，固まったものを（ エ ）という（ エ ）

が溶媒を失ったものを（ オ ）というア～エに当てはまる語句の番号を下記の①～⑤ 

から選択しなさい． 

①コロイド ②ゾル ③ゲル ④分散媒 ⑤キセロゲル 

 

 

 

 

d. 分析化学 

ランベルト・ベールの法則（昨年の共通テストに出題されましたね！） 

入射光強度 I0，透過光強度 I とすると，吸光度 A とは式(1)の関係が成り立つ．また，

透過率 T と I0 及び I との関係は式(2)として表され，光路長 l，濃度 C の物質が吸収す

る光の度合いは，吸光度として式(3)の関係が成り立つ． 

まとめると，吸光度 A は濃度 C に比例する．これをランベルト･ベールの法則という． 

問．鉄(II)（Fe2+）は，1,10-フェナントロリン（phen）と 1：3 で反応し，赤色の Fe2+-
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phen 錯体を形成し，510 nm に極大吸収波長をもつ． 

Fe2+ + 3phen → [Fe(phen)3]2+（赤色錯体） 

河川水中の Fe2+を調べるために，濃度を段階的に変化させた Fe2+と phen で錯形成

させた溶液を作り，これらの溶液の 510 nm における吸光度を測定した．また同様

に試料溶液 A として河川水も phen と反応させ，先の溶液と同様に吸光度を測定し

た．測定した試料溶液 A は，河川水に phen などの試薬を加え，最終的には元の河

川水を 2 倍希釈した溶液になっている．測定結果を表に示す．Fe2+と phen は定量

的に反応し，共存物質による妨害はないものとする．以下の問いに答えなさい．横軸

に Fe2+濃度，縦軸に吸光度をプロットした図を書きなさい．また，河川水中の Fe2+

濃度を求めなさい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

e. 反応速度 

問．過酸化水素（H2O2）の分解実験を行ったところ，下表のような結果が得られた．（a） 

0～2 分，（b） 2～4 分，（c） 4～6 分，（d）6～4 分における H2O2の平均分解速度を求

めなさい． 
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３．無機物質 

金属イオンの反応と分離 

問．金属イオン Ag+，Cu2+，Fe3+，Zn2+の硝酸塩のうち，2 つを

含む水溶液がある．この水溶液に対して右図に示す操作を行

ったところ，結果 I～IV を得た．溶液中にふくまれる 2 つの

金属イオンとして最も適当なものを選びなさい． 
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４．有機化合物 

a. 炭化水素の分類・鏡像異性体 

鏡像異性体 

乳酸は，中心の炭素元素が，カルボキシ基，

ヒドロキシ基，メチル基，水素と全て異なる

官能基を持つ．このように 4 つの異なる官能

基を有する炭素原子を不斉炭素原子という． 

不斉炭素原子をもつ化合物は立体的な配置

の異なる 2 種類の化合物が存在する．立体構

造が実像と鏡像のように互いに重ね合わせることができない立体異性体を鏡像異性体と

いう．（化学的性質はほぼ同じで，光に対する性質が異なる．） 

問．次の文の（ ）内に適する語を入れなさい． 

アルカンの一般式は（    ）で表され，炭素数が 4 以上になると，分子式が同じで構

造の異なる（    ）が存在する．アルカンの水素原子は，紫外線を当てるとハロゲンなど

と（    ）反応する．アルケンの一般式は（    ）で表され，（    ）結合を 1 個持つ．

また，アルキンの一般式は（    ）で表され，（    ）結合を 1 個持つ．これらの不飽和

炭化水素はすべて（    ）結合からなるアルカンとは異なり，（    ）反応を起こしやす

い． 
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b. 組成式の決定 

問．図のような装置で，燃焼管 A に炭素，水素，酸素だけからなる試料（有機化合物）

16.5 mg を入れ，乾燥した酸素中で完全に燃焼させた．燃焼管 A には，試料を完全に

燃焼させるための物質が充填されている．また，燃焼により生じた気体を捕集するた

め，あらかじめ質量を測定しておいた吸収管 B，吸収管 C を取り付けた． 

（1）燃焼管 A に充填されている物質，吸収管 B 及び C に充填されている物質の番号を

下記から選択しなさい． 

① 酸化銅(II)，CuO  ②塩化カルシウム，CaCl2  

③ソーダ石灰，Ca(OH)2，NaOH，KOH 等 

 

 

（2）吸収管 B は発生気体捕集後，質量が 13.5 mg 増加し，吸収管 C は 33.0 mg 増加し

た．この試料の組成式を求めなさい． 
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2時限目 

＜化学力試し＞（50分） 

事前に配布しますが、当日に実施時間を決めて行う。 

予習、事前学習の必要はありません。 

 

3時間目 

＜化学力試し＞：解説と答え合わせ。 

＜大学の化学へⅠ＞ 

１． 安全データシート 

Safety Data Sheet：実験で扱う試薬に関し，性質，危険性及び取扱いの仕方は熟知しておくべ

きである． 

問．何のデータシートか、述べよ． 

【２．危険有害性の要約（危険有害性情報）】 

金属腐食のおそれ，重篤な皮膚の薬傷及び眼の損傷，飲み込むと有毒，吸引すると有害，水

生生物に非常に強い毒性，臓器の障害：呼吸器系，長期にわたるまたは反復暴露による臓器

の障害：呼吸器系，歯 

【４．応急処置】 

吸入した場合：新鮮な空気のある場所に移し，症状が続く場合には，医師に連絡． 

皮膚に付着した場合：すぐに石鹸と大量の水で洗浄し，症状が続く場合には，医師に連絡． 

眼に入った場合：数分間気を付けて洗浄する．もしコンタクトを装着していて，容易に取り

外せるなら取り外す．その後も洗浄を続ける．直ちに医師の手当てを受ける必要がある． 

飲み込んだ場合：口をすすぐ．意識のない人の口には何も与えない．直ちに医師もしくは毒

物管理センターに連絡する．医師の指示がない場合には，無理に吐かせない． 

応急処置をする者の保護に必要な注意事項：個人用保護具を着用する． 

【９．物理的及び化学的性質】 

無色，透明，液体，刺激臭，融点：−46 ℃，沸点：108 ℃，pH 強酸性，溶解度：水，エタノ

ールに混和する，n-オクタノール/水分配係数：0.25，密度及び相対密度：1.18 g/mL，相対ガ

ス密度：1.3 

 

 

２． 原子の構造 

a. 物質とその構成元素・原子・分子 
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b. 原子の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c. 原子番号と質量数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 原子の電子配置 

a. 電子の存在位置と 4 つの量子化 
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問．次の原子の電子配置を例に従って書きなさい． 

（1）6C   （2）19K   （3）24Cr   （4）29Cu  
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b. 電子軌道の広がり 

主量子数 n が規定する，原子が持つ K 

殻，L 殻などの電子殻は，方位量子数 l が

規定する，s 軌道，p 軌道，d 軌道などの

軌道の集合体である．図 3 のような原子モ

デルは，電子配置や価電子などを考える上

でイメージしやすいが，量子論によると電

子のような小さな粒子は，粒子の性質と波

の性質を合わせ持つ．原子の形（電子が存

在する形）は，電子が存在する確率密度に

よって表される．図 4 に示すように，電子

は原子核を原点として，軸方向や面方向に

広がった s 軌道，p 軌道，d 軌道という形

をもっており，電子は各軌道に 90 %の確率

で存在している． 

 

 

 

c. 軌道のエネルギー準位と電子配置 

原子番号と電子数は等しく，水素は電子を 1 つ，ヘリウムは電子を 2 つ持っている．電子は原

子番号の増加とともに，軌道に順番に入る．電子が入る各軌道の相対的なエネルギー準位は連続

しておらず，図 5 に示すように飛び飛びのエネルギー準位となっている．連続的ではなく，飛び

飛びのエネルギー準位となっていることを，量子化という．電子間の遮蔽効果 1)2)から 4s < 3d と

なっているため，遷移元素では 3d に電子が入り，遷移金属の性質に大きく寄与する．各軌道の

1 つの線には，電子が上下の矢印で 2 つまで入る．数字が主量子数 n を示し，同時に n = 1 のと

き K 殻，n = 2 のとき L 殻･･･と表 2 に示したように，電子殻に対応している．また，電子殻への

電子の収容数も K 殻 2 個，L 殻 8 個･･･になることがわかる．カリウムは原子番号が 19 であり，

電子を 19 個持つが，K 殻に 2 個，L 殻に 8 個，M 殻に 8 個入った後，M 殻の収容電子数が 18 個

にも関わらず，電子軌道のエネルギー準位から，19 番目の電子が 3d 軌道に入らず 4s 軌道に入

る． 
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各軌道に入る電子のルール 

１． 電子はエネルギー準位の低い軌道から入る． 

２． 各軌道の 1 つの線には，電子が上下の 逆向きの矢印 で 2 つまで入る．  

→ 2 つ以上の 電子（フェルミ粒子） は，同一の量子状態を占めることはできない． 同一

軌道内に 2 つ電子がある場合，その電子のスピンは逆向きで入る． 

→ パウリの排他原理 

３． 同一軌道内に１つずつ電子が入っている場合は、同じ矢印（スピン）の向きで入る． 

→ フントの規則 
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４．周期表 

1869 年，メンデレーフは，当時発見されていた 63 元素を原子量の順に並べ，さらに性質が

似た元素が並ぶようにまとめ，現在の周期表の原型を作った．メンデレーフは周期表において，

当時未発見の 16 元素は空欄とし，存在と原子量を予言していた．16 元素のうち，9 元素が発

見されている．現在の周期表は，原子番号順に元素を並べたものであり，s 軌道，p 軌道，d 軌

道などに，同じ数の電子を持つ元素は似た性質を持ち，縦の並びの“族”でまとめられている．

（最外殻電子（価電子）数が等しい．）また，主量子数が等しい元素は，横の並びの“周期”で

まとめられている．周期表は元素の大きさやイオン化エネルギー，電子親和力，電気陰性度な

ど，様々な性質，傾向を知る上で便利である．第 1 族，第 2 族及び第 12 族から第 18 族は典

型元素とよばれ，第 3 族から第 11 族までの元素は d 軌道や f 軌道に電子が充填される元素で

あり，遷移金属元素とよばれる．また水素を除く第 1 族はアルカリ金属，第 2 族はアルカリ土

類金属，第 15 族はニクトゲン，第 16 族はカルコゲン，第 17 族はハロゲン，第 18 族は貴ガ

スとよばれている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a． 価電子 

価電子は電子配置における最外殻電子を示し，原子の化学的性質は，価電子が大きく影

響する．第 1 族のアルカリ金属は最外殻の s 軌道に 1 つ電子を持ち，価電子数は 1 であ

り，第 2 族のアルカリ土類金属は最外殻の s 軌道に 2 つ電子を持ち，価電子数は 2 とな

る．貴ガスであるヘリウムとネオンは最外殻電子が電子収容数の最大まで入っており，こ

れを閉殻という．一方，Ar 以降の希ガスは，最外殻電子は満たされておらず，s 軌道及び

p 軌道が閉殻となっている．価電子は最外殻電子であるが，貴ガスの場合，価電子数は 0 と

する．図 8 に示すように，価電子を“・”で表し，元素記号の周りに表記する Lewis 構造

式がある． 
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b． 原子半径とイオン半径 

同一周期における原子半径は，原子番号の増加に伴い原子核の正電荷が増加するため，

電子が引き付けられ，原子半径は小さくなる．一方，同族では，原子番号の増加に伴い最外

殻の電子と原子核間距離が増加するため，原子半径は大きくなる．表 5 の周期表と関連づ

けた原子半径の大きさの傾向を図 9 に示す． 

 

一方，イオン半径はアルカリ金属やアルカリ土類金属などの陽イオンになりやすい原子

の場合，電子を失うことで 1 つ前の周期及び 1 つ内側の電子殻が最外殻となり，貴ガスの

電子配置になる．これより，最外殻が小さくなり，電子を失ったものの原子核からの正電荷

は変化しないため，より原子核に引き付けられ，陽イオンになりやすい元素のイオン半径

は小さくなる（図 10）．一方，陰イオンになりやすいカルコゲン，ハロゲンは，電子を得る

ことで同一周期の貴ガスの電子配置になる．最外殻の大きさは変化しないが，電子の増加

による電子同士の反発が生じ，陰イオンになりやすい元素のイオン半径は大きくなる（図

11）． 

 

c． イオン化エネルギー 

図 5 に示した 電子軌道のエネルギー準位図のように，電子は量子化されている．図 12

に示したように，最もエネルギー準位の低い E1 の状態，基底状態に電子がある場合を考え

る．基底状態の電子に外部からエネルギー（光や熱）を与えると，電子はエネルギーを得

て，得たエネルギー分（E2 − E1）だけ高いエネルギー状態 E2 に励起される．励起された 

電子が遷移したエネルギー準位を，励起状態という．得たエネルギーがさらに大きい場合

（E3 − E1 や E4 − E1 など），さらに上のエネルギー準位 E3、 E4 に遷移する．電子を遷移 

させ，軌道を超えるようなより大きなエネルギーを与えると，電子は放出され，イオン化す

る（図 13）．このように，気体状の原子またはイオンから電子を取り去るのに必要なエネル

ギーをイオン化エネルギーという． 
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第 1 族のアルカリ金属は，最外殻電子を 1 つ失うことで貴ガス構造と同様な電子配置（閉

殻構造）を取るため安定化する． 第 2 族のアルカリ土類金属も同様に 電子を 2 つ失うこ

とで貴ガス構造と同様な電子配置 を取り，安定化する．従って，アルカリ金属及びアルカ

リ土類金属はそれぞれ 1 価の陽イオン及び 2 価の陽イオンになりやすい． ．1 つ目の電子

を取り去るのに必要なエネルギーを第 1 イオン化エネルギーといい，さらに 2 つ目の 電

子を取り去るのに必要なエネルギーを第 2 イオン化エネルギーという．一般的に 第 1 イ

オン化エネルギーは 同一周期では原子番号の増加に伴い増加し， 貴ガスで極大となる．

また， 同族 におけるイオン化エネルギーは， 原子番号の増加とともに減少する． 

 

 

 

d． 電子親和力 

真空中で中性の原子が電子を得る際に放出するエネルギーは電子親和力とよばれる．電

子親和力は 1 価の陰イオンへのなりやすさの尺度となる．同一周期における電子親和力は，

電子を 1 つ得ることで 1 価の陰イオンとなり貴ガスの電子配置をとって安定化するハロ

ゲンが最も大きい．同族のハロゲンである，フッ素と塩素の電子親和力を比較すると，塩素

の方が大きい．これはフッ素の最外殻が L 殻であり，塩素の最外殻である M 殻よりもサ

イズが小さいため，フッ素が電子を 1 つ取り込んだ際，塩素が 1 つ電子を取り込んだ場合

と比較して電子間の反発が大きくなるためである．同族の酸素と硫黄も同様な理由で，硫

黄の方が電子親和力は大きい． 
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e． 電気陰性度 

結合している異なる 2 つの原子 A，B 間において，それ

ぞれの原子が結合にあずかる電子を引き付ける力には差が

あり，この力の尺度を電気陰性度という．この原子 A，B に

おいて，原子 A の方が原子 B よりも電子を強く引き付ける

とすると，電子は原子 A の方に偏る．この電荷の偏りを微

小という意味を示すδ（デルタ）を使って電子を引き付けて

いる原子側をδ−，逆側の原子をδ+と表し，このような電荷の偏りを分極という（図 14）．

電気陰性度の差が大きいほどその物質はイオン結合性が強くなり，その差が小さい場合は

共有結合性が強くなる．分極がもたらす物質の極性は，溶解（溶媒和）や反応性とも関係し

ているため重要な指標である．電気陰性度は周期表の右上にある元素ほど大きい傾向があ

り，フッ素が最大である（表 6）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4時間目 

＜大学の化学へⅡ＞ 

１． 物理化学（熱力学と量子論） 

２． 生命科学の化学（生理学と生化学） 

 

 

 


